
阻妙

国 住 指 第 2988号

平 成 15年 12月 26日

吉野石有株式会社

代表取締役社長 須 藤永一郎 様

国土交通大臣  石 原 伸

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第68条 の26第 1項

(同法第88条 第 1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法

第 2条第七号及び同法施行令第 107条 第二号 (間仕切壁(非耐力壁),1時 間)

の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

FP060NP-0046

2認 定をした構造方法又は建築材料の名称

片面せつこうボー ド・強化せつこうボー ド重張/軽 量鉄骨下地
間仕切壁

3.認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り
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別 添

1 構 造 名

片 面せ つ こ うボー ド ・強化 せ つ こ うボー ド重 張/睡 畳鉄 骨 下地 間仕 切 壁

2 寸  法

壁 高 及 び 壁 幅 につ い て は 、構 造 計 算 等 に よ り構 造 安 定性 が確 認 で き る大 き さ とす る。

3 材 料 構 成 等

項 目 製 ０
四 仕 様 等

被 覆材 せ つ こ うボー

ド(上張 り材 )

①せ っ こ うボー ド

規格 t準 不燃材料認定番号 QM 9828、QM 9823、JIS A 6901

形状 :平 板

表 面の形状 :平 滑

端部 の形状 :ス クエアー、テーパー 、ベベル

厚 さ(III l):95125'15±05

か さ比重 :065以 上

大 き さ(皿]):最 小 910× 1,820、最大 1,210X4,500

② 化粧せ つこ うボー ド

規格 i準 不燃材料認 定番 号 QM 9824、JIS A 6901

形 状等 :形 状 、表 面の形状 、端部 の形状及 び大 き さは前

記① に同 じ。

厚 さ(Iul):95。12515± 05

か さ比重 :07以 上

③ シー ジングせ つ こ うボー ド

規格 :準 不燃材料認定番 号 QM 9826、」IS A 6901

形 状等 :形 状 、表面 の形状 、端部 の形状及び 大 き さは前

記① に同 じ。

厚 さ(IIll l)i95・125・15± 05

か さ比重 108以 上

④せ っ こ うボー ド

規格 i不 燃材料認 定番号 NM 8619、NM 8612、JIS A 6901

形 状等 t形 状 、表 面の形状 、端部 の形状及 び 大 き さは前

記① に同 じ。

厚 さ(mm):12515。 1伊18・2125± 05

か さ,ヒ重 :065以 上

⑤不燃積層せ つこ うボー ド

規格 !不 燃材料認定番号 NM 8613、JIS A 6901

形状 等 :形 状 、表 面の形状 、端部 の形状及び大 き さは前

記① に同 じ。

厚 さ(III l)!95±05

か さ比重 107以 上

⑥化粧せ つ こ うボー ド

規格 ;不 燃材料認 定番号 NM 8614、 JIS A 6901

形状 等 :形 状 、表面 の形状 、端部 の形状及 び 大 き さは前

記① に同 じ。

厚 さ(mm):125・15± 05

か さナヒ重 :08以 上
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日項 等様製 仕

被 覆 材 せ っ こ うボー

ド(上張 り材 )

⑦ 強化せ つ こ うボー ド

規格 t不 燃材料認 定番号 NM 8615、JIS A 6901

形状等 i形 状 、表 面の形状 、端部 の形状及 び大 き さは前
記① に同 じ。

厚 さ(mB)1125'1516・18・21・25± 05

か さ比重 :075以 上

① 両面ボー ド用原紙張/せ っ こ う板

規格 :不 燃材料認 定番 号 NM 9639、JIS A 6901

形 状等 :形 状 、表 面 の形状 、端部 の形状及 び大 き さは前

記① に同 じ。

厚 さ(ml):1251516・ 18・2125± 05

か さ比重 :07± 007

③ 両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せ つ こ う板
規格 i不 燃材料認 定番号 NM 9645、JIS A 6901

形状 等 i形 状 、表面 の形状 、端部 の形状及 び大 き さは前
記① に同 じ。

厚 さ(mm):95・12515± 05
か さ比 重 :1 3± 0 1 3

⑩ ニ トロセル ロー ス樹脂 系塗装/せ っ こ うボー ド

規格 モ不燃材料認 定番 号 NM 0128、JIS A 6901

形状等 i形 状 、表 面の形状 、端 部 の形状及 び大 き さは前
記① に同 じ。

厚 さ(olll)1125±05

か さ比重 :072± 0072

強化 せ つ こ う
ボ ー ド(中 張

り材 及 び 下張

りわす)

規 格 t不 燃 材 料認 定番 号 NM 861 5、

形 状 t平 板

表 面 の形 状 :平 滑

端 部 の形 状 tス クエ アー 、 テー パ ー

厚 さ (IIlm) i 2 1 2 5± 05

か さ比 重 !075以 上

大きさ(llll):最小606×1,820、最大

JIS A 6901

マ`ミベ ル

9 1 0× 4 , 5 0 0

下 地 材 上部ランナー 材 料 名 及 び 規格

溶 融 亜鉛 め っ き鋼 板 、電 気 め っ き鋼 板 (JIS  G  3 3 0 2、」IS G

3 3 1 3 )等

形 状 ・寸 法 (Il l l )

E-45～500X40～75、厚さ05以上
下部ランナー 材 料 名 及 び規 格

溶 融 亜鉛 め っ き鋼 板 、電 気 め っ き銅 板 (JIS  G  3 3 0 2、JIS  G
3 3 1 3 )等

形 状 ・寸 法 (mm)

匡 45～ 500×40～ 75、厚さ05以 上
L-45～ 500×40～ 75、厚さ08以 上
L形 ランナーを用いる場合は、問柱 (スタッド)の下部を
タッピンね じで留め付ける。

問 柱 (ス タ

ド)

材 料 名 及 び 規 格                  ~ ~

溶 融 亜鉛 め っ き鋼 板 、電気 め っ き鋼 板 (JIS  G  3 3 0 2、JIS  G
3 3 1 3 )等

形 状 ・寸法 (mm)

E45～ 500×45～75、厚さ05以上
□ -45～500×40～50、厚さ05以上

取 |十け 間 隔 (m皿)

606以 下
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項 日 等様製 仕

下地 材 振 れ 止 め 材 料 名 及 び 規格

溶 融 亜鉛 め っ き飼 板 、電 気 め っ き鋼 板 (JIS  G  3 3 0 2、JIS  G

3 3 1 3 )等

形 状 ・寸 法 (IIu l )

E-19～25×10、厚さ09以上
取 付 け間隔 (Itl l )

1 , 2 0 0以下 (高さ方 向)

馬1構成 材 料 タ ッ ピ ン ね

じ、 ス テ ー プ

ル 、接 着 剤 等

下張 り強化せ つこ うボー ド取付 け用

タ ッピンね じ

寸法 (Iul)tゅ35× 32以 上

留 め付 け間隔 (III l)i300以下

中張 り強化せ つこ うボー ド取付 け用

① ステープル

寸法 (m阻):幅 4以 上、長 さ 32以 上

留 め付 け間隔 (mm)i100以 下

②接 着斉1

種類 :酢 酸 ビニル樹脂系、アク リル樹脂系、 ウレタン樹
脂 系、エポキシ樹脂系、ポ リア ミ ド系、ポ リサル
ファイ ド系、 シ リコー ン系 、合成 ゴム系 、せ っ
こ う系、炭酸カルシウム系

塗布量 (g/1f):200以上

③ タ ンピンね じ

寸法 (口田)i φ 35× 52以 上

留 め付 け間隔 (IIul)i600以下

取付 け方法

L記 ① と② で下張 り強化せ つ こ うボー ドに取付 け、必要
に応 じて、③ を併用 して、関柱 (スタ ッ ド)に取付 ける。

上張 りせ っこ うボー ド等取付 け用

①接 着斉」

種類 等 t種 類及 び塗布 量 は、前記 の中張 り強化せ つ こ
うボー ド取付 け用 に同 じ。

② 両面テー プ

種類 iア ク リル樹脂 系、ポ リア ミ ド系 、天然 ゴム系 、
合成 ゴム系

厚さ、幅(mm)等:厚さ 1以上、幅20以上、使用量4m/ポ以上
③ ステープル

寸法 (Dlm)i幅4以 上、長 さ 19以上

留 め付 け間隔 (mm)1200以 下

④ タ ッピンね じ

寸法 (IItl l):ゅ35× 62以 上

留 め付 け間隔 (mm):600以 下

取付 け方法

上記① と② で中張 り強化せ つ こ うボー ドに取付 け、必 要
に応 じて、④ を併用 して、間柱 (スタ ッ ド)に取付 けるか、
または① と③ で中張 り強化せ つ こ うボー ドに取付 け、必
要 に応 じて、④ を併用 して、間柱 (スタッ ド)に取付 ける。
上張 りせ つ こ うボー ド等 の相互 の 日地 を 目透 か しとす る
場合 は、その幅 を 61111以下 とす る。

問柱 (スタ ッ ド)の L形 下部 ランナーヘの取付 け用
タ ッピンね じ

寸法 (IIlm)i φ 4X 13以 上
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日項 等様口
岬製 仕

問 柱 (ス タ ッ

ド)及 び 被 覆

材 の 取 付 け

方 法

間 柱 (ス タ ッ

ド)

問柱 (スタ ッ ド)を 606111111以下の間隔 で上部及び下部 ランナ
ー に差 し込ん で固定す る。 なお 、下部 ランナー に L形 ラン

ナー を用い る場合 は、間柱 (スタ ッ ド)の下部 を ゅ 4× 13 1url

以 上のタ ッピンね じでL形 ランナー に取付 ける。
下 張 り強 化 せ

つ こ うボ ー ド

下張 り強 化 せ っ こ うボー ドを ゅ 35× 321 1 1 1■以 上 の タ ッ ピン

ね じで 300 m m以下 の 間 隔 で 問柱 (スタ ッ ド)に留 め付 け る.

中張 り強化せ
つ こ うボー ド

中張 り強化せ つ こ うボー ドは、接 着斉」(200ゴポ以上)を併用
して、幅 4 mm以上、長 さ 3211■l以上のステーブル で 100m8以

下 の間隔 で下張 り強化せ つ こ うボー ドに留 め付 け るc必 要
に応 じて、 φ 35× 52 Eul以上のタ ッビンね じで 600 111Bl以下
の間隔で間柱 (スタ ッ ド)に留 め付 ける。

上 張 りせ つ こ

うボー ド等

上 張 りせ っ こ うボ ー ド等 は 、次 の いず れ か の方 法 で 中 張 り

強 化 せ っ こ うボ ー ド等 に取 付 け る。 上 張 りせ つ こ うボ ー ド

等 の相 互 の 目地 を 目透 か し とす る場 合 は 、 そ の幅 を 6 ml l以

下 とす る。

① 接 着 剤 (200 g /ポ以上)と両面テー プ (厚さ l II m以上 、幅 2011 u■

以 上 、使 用 量 4m/ポ 以上)で 中張 り強 化せ つ こ うボ ー ドに

留 め付 け る。 必 要 に応 じて 、 ゅ 35× 62 B l t l以上 の タ ッ ピ

ンね じで 600 1 1 t l l以下の間隔で問柱 (スタ ッ ド)に留 め付 け る。
②接 着剤 (200 g /ポ以上)を併用 して、幅 4111 1 1以上 、長 さ 19剛

以 上 の ステ ー プル で 200■Il以下 の 間 隔 で 中張 り強 化 せ つ

こ うボー ドに留 め付 け る。 必 要 に応 じて 、 ゅ 35X6 2  H I n

以上 の タ ッピンね じで 6001 1 1 1 1以下の間隔で間柱 (スタ ッ ド)
に留 め付 け る。

娼i抗特音円(1主 ・

は り 等 と の

取 り合 い 部 )

の 処 理

下 張 り被 覆 材

及 び 中 張 り被

覆 材

下張 り被覆材 または中張 り被覆材 の どち らか一 方 に、 ある
い は この前者 に 目透 か しを設 け る場 合は、それ ぞれ の 目透
か し部 に次 の① か ら③ のいずれ か を充填す る。 目 透 か し幅
は 10 mm以下 とす る。

① シー リン グ材

種 類

ア ク リル 樹 脂 系 、ウ レタ ン樹 H旨系 、ポ リサル フ ァイ ド系 、
シ リコー ン系 、酢 BRhビニル 樹月旨系

充填 量 (g/m )

1 2 0以上

②ロックウール、ロックウール保温板
密度(kg/mめ

2 0以 上

③せっこう系、炭酸カルシウム系無機質充填材
充填量 (g/m)

1 2 0以 上

上張 り被覆材 上張 り被覆材 に 目透 か しを設 ける場合 は、必要 に応 じて、
日透 か し部 に次の① か ら③ のいずれ か を充填す る。 目 透 か
し幅 は 10剛以下 とす る。

① シー リング材

種類
ア ク リル樹脂 系、ウレタン樹脂系、ポ リサル ファイ ド系、
シ リコー ン系、酢酸 ビニル樹脂 系

充填 量 (g/m)

55以 上

② ロックウール、 ロックウール保温板
密度 (kg/m3)

20以 上

③せ つ こ う系、炭酸 カル シ ウム系無機 質充填材
充填量 (g/m)

55以 上

‐4-

FP060NP-0046
4 / 8



構造説明図

(1)透 視図

(2)水 平断面図

(単位 imm)

ヽ
ク

- 4 5 ～ 5 0 0 x 4 0 ～ ラ 5  ほ 0  5 以 上 )

れ止め (E-19～ 25x10 に 09 C1200

-45～ 500x45～ 75

45～ 500x40～ 50 厚 0 5以 上)

ステープル

タッピンねじ

|
(200ま 甫以上)、

両面テーブ (4m河以上)等

0300以 下)

―

     |

― ドに2ヽ 25)

下部ランナー

(E-45～ 500x40～ 75

(L-45～ 500x40～ 75

厚0 5以 上)

厚03以 上)

○
｀

接着吉」(2ooゴ 林以上)、

両面テープ (4m/耐以上)等

45～ 500x

っこうボー ド

せ つこ

45～ 75

4 0～ 5 0  厚 0  5以 上 )

2 1  2 5 )

せつこうボー ド年に05Ⅲ 2 0

15 16 13 20 21 25)
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(3)断 面詳細図

O下 部ランナーが匠形の場合

m m )

目地部詳細部

両面テープ (4げ品以上)等
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②下部ランナーがL形 の場合

(単位 imm)

ランナー田定金物

(E-45～ 500x40～ 75 厚 05以 上)

- 4 5～ 5 0 0 x 4 5～ 7 5  , 0 5

(□-45～ 500大 40～ 50 厚 05以 上)

ランナー固定金物

0 ピ :

せつこうポー ド等(厚95 125

-45～ 500x45～ 75 厚 05

(□-45～ 500x40～ 50 ,0 5以 上)
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5  施 工 方 法

(1)上部 及 び 下部 ラ ンナ ー の取 付 け

上部 及 び 下部 ラ ンナ ー を取 付 け る位 置 に墨 出 しを行 う。 上 部 及 び 下部 ラ ンナ ー を

取 付 け る躯 体 が コ ン ク リー トの場 合 は、 ラ ンナ ー 固定金 物 等 にて 、鋼 製 の場 合 に は 、

ラ ンナ ー 受 け ピー ス等 を介 して タ ッ ピンね じ、溶 接 等 にて 、 それ ぞ れ 9001 1 m以下 の

間 隔 で 上部 及 び 下部 ラ ンナ ー を躯 体 に取 付 け る。

(2)問柱 (スタ ッ ド)の取 付 け

岡 柱 (スタ ン ド)を 予 め現 場 の寸 法 に合 わせ て切 断 し、6061 1 1 1 1以下 の 間隔 で は部 及 び

下 部 ラ ンナ ー に 差 し込 ん で 固 定 す る。 なお 、 下 部 ラ ンナ ー に 形 ラ ンナ ー を用 い る

場 合 は 、 関柱 (スタ ッ ド)の 下部 を φ 4× 13■ull以上 の タ ッ ピンね じで 形 ラ ンナ ー に

取 付 け る。

(3)振れ 止 め の 取 付 け

振 れ 止 め を予 め現 場 の 寸 法 に合 わせ て切 断 し、 高 さ 1,20 0 1 1 1以下 の 関 隔 で 関柱 (ス

タ ッ ド)の側 面 の 切 欠 き部 に差 し込 ん で 固 定す る。

(4)下張 り強 化 せ つ こ うボ ー ドの取 付 け

下 張 り強 化 せ つ こ うボ ー ドを予 め現 場 の寸 法 に合 わせ て切 断 し、 ゅ 35X3 2  B I l以

Lの タ ッ ピンね じで 300 m m以下 の 間隔 で間柱 (スタ ッ ド)に留 め付 け るc

(5)中振 り強 化せ っ こ うボー ドの取付 け

中 張 り強 化 せ つ こ うボ ー ドは 、 予 め現 場 の寸 法 に合 わ せ て 切 断 し、 そ の 目地 が 下

張 り強 化 せ つ こ うボ ー ドの 目地 と重 な らな い よ うに配 置 し、接 着 斉」(200 g /ポ以 上)を

併 用 して 、幅 4 ml以上 、長 さ 32 8 u l l以上 の ステー プル で 1001 1 1 1以下 の間 隔 で 下 張 り強

化 せ つ こ うボ ー ドに留 め付 け る。 必 要 に応 じて 、 ゅ 35× 52 o l l l以上 の タ ッ ピ ンね じ

で 600 m m以下 の 間 隔 で 間柱 (スタ ッ ド)に留 め付 け る。

(6)上張 りせ つ こ うボ ー ド等 の取 付 け

上 張 りせ つ こ うボ ー ド等 は 、 予 め現 場 の寸 法 に合 わせ て切 断 し、 そ の 目地 が 中振

り強 化 せ っ こ うボ ー ドの 目地 と重 な らな い よ うに配 置 し、 次 の いず れ か の 方 法 で 中

振 り強 化 せ つ こ うボ ー ド等 に取 付 け る。 上 張 りせ っ こ うボ ー ド等 の相 互 の 目地 を 目

透 か し とす る場 合 は 、 そ の幅 を 6 mm以下 とす る。

①接着斉J(200g/ポ以上)と両面テープ (厚さ 18皿以 上、幅 20 mm以上、使用量 4m/ポ 以上)
で中張 り強化せ つ こ うボー ドに留 め付 け る。必要 に応 じて、 ゅ 35× 62 mm以上 の
タ ッピンね じで 60011111以下の間隔で問柱 (スタッ ド)に留 め付 ける。

②接 着斉1(200g/ポ以上)を併用 して、幅 41111以上、長 さ 19卿 以上のステープル で 200
mm以下の間隔 で中張 り強化せ っ こ うボー ドに留 め付 ける。老、要 に応 じて、 ゅ 35×
621111以上 の タ ッピンね じで 600 11tll以下の間隔で開柱 (スタ ッ ド)に留 め付 ける。

(7)壁端部 の処理

下張 りまた は中張 り強化せ つ こ うボー ドの どち らか一 方 に、 あるい は この両者 に
日透 か しを設 ける場合 は、それぞれ の 目透 か し部 に充填材 を隙問な く充墳す る。

上 張 りせ つ こ うボー ド等 に 目透 か しを設 け る場合 には、必要 に応 じて、充填材 を
充填 す る。

上記 の 日透 か し幅 は、いずれ も 10m出以下 とす る。

‐8‐
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